
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆編集後記☆ 低温障害も懸念されている今日この頃ですが、昨年の今頃 

(６～７月)にはまとまった雨が数回あっただけで、野菜が枯れてしまうケースもありまし
た。それと比べればマシとは言え、土壌水分が少ないと草丈が伸びず、切り花などは
商品価値がグッと下がってしまいます。農家さんの悩みはなかなか尽きませんね・・・。 

http://www.ds-agro.co.jp/ 

Produse by 

◇店舗所在地：秋田県横手市平鹿町上吉田字車長根 83 ◇TEL.0182-24-1101 2019.7.1 
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■気象庁発表・・・平年と同様に曇りや雨の日

が多いでしょう。  
(^^;)「梅雨入り後は低温傾向で、雨量もまだ足りてい 

ません。もう少し気温が上がればなぁ…。」 
６/29～７/28 
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◆週別の気温  
・１週目＝平年並また

は高い確率 40％ ・２

週目＝平年並の確率

50％ ・３～４週目＝

低い確立 40％ 

●そさい・・・乾燥によりうどんこ病 

やハダニ類、アブラムシ類、アザミウ

マ類等の発生が増えると予想され、

ネギではサビ病も多い予想です。株

間の風通し改善と薬剤防除、適正な

肥培管理を心がけましょう！ 

●果樹・・・おうとうの収穫は中盤と 

なり、ウルミ果対策にヒカリミネラル

(各種微量要素)２回散布をオススメ

しています。今後はハダニ類やショウ

ジョウバエ類の防除を徹底し、７月

末までにお礼肥をしましょう。 又、リ

ンゴやナシ等でもハダニ類激発の恐

れがあるため、晴れ間を逃さず早め

の防除をお願いします。 

         
 落水処理と湛水処理 

が可能なノビエ専用 

除草剤。昨年から本 

格販売したところ、 

落水処理をした方が 

確実な効果が得られ 

ました！対象は７葉期までですが 

「大きくなったノビエには完全落 

水散布でトドメＭＦ」と覚えてお 

いてください♪ 

 

トドメＭＦ乳剤 200ml 

￥2,230 (税抜) 

      
一発肥料を使っていると、水温や 

圃場条件等でも肥効や流出速度に 

差が出る場合があります。葉色や 

草丈を見ながら、調整肥や穂肥の 

散布も検討してみましょう。心配 

ごとやご相談はお気軽にどうぞ♪ 
 
●ニトロＶ４０号 

   ￥2,990 (税抜) 

硝酸態窒素を主に苦土 

やホウ素をバランスよ 

く配合したＮＫ化成。 

速効的に効いてパッと 

切れるのが特徴。開花受粉に最適。 
 

●みづほ追肥３号 

￥2,220 (税抜) 

尿素系(15-3-15)のＮ 

Ｋ化成。元肥一発タイ 

プを使用した方も、葉 

色の淡い所にスポット処理されると 

収量安定につながります♪ 

推奨水稲穂肥 各種 20kg 

        
乾燥気味の時こそ力を 
発揮する粟状の速効性 
肥料。夏野菜の追肥や 
秋野菜の元肥に♪ 

千代田化成４７２ 20kg 

￥3,850 (税抜) 

☆穂肥は 7/下旬～8/初旬に☆ 

 
◇月～土 

◇定休日 日曜・祝日 

●水稲・・・低温や青カナ等の発生 

(いわゆる“わいた”状態も含む)により

生育や分げつの遅れが見られる場合

は、短期落水(土壌還元防止)したの

ち浅水管理で分げつを促進。幼穂形

成期前には中干しをして土中に酸素

を送ることで根の伸長と養分吸収を

促しましょう。 また斑点米カメムシ類

は発生時期が早く、多い予想のため

圃場内外の除草に努めてください。 

                                         


